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(17.9-28.1).4例に開腹手術歴 (腎全摘,子宮摘

批 虫垂炎手術,汎発性腹膜炎手術と卵巣摘出術)

を認めた.手術短期成績としては,手術時閏年等東

低 189分 拍29-366上 出血量中央値 5ml(5-

327),開腹移行,TTaditionalLapへ移行した症例,

術中偶発症はない.大腸癌症例において D3部活

7例,D2郭酒以下は4例で,郭酒 リンパ節数中央

値 22傾 く5-60)であった.術後合併症症例は認

めず,術後入院期間は中央値5FHj(4-12)であ

った

単乱式腹腔鏡 下 太 腸 切除術は,紺子の干渉や機

器の先端の視認が悪 い などの問題点はあるが整容

性に優れ,術後の QOLを改善 させ うる可能性の

ある術式と考えられた.

20 単孔式腹腔鏡下手術 一 導入期成績と今後の
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当科では,2009年 4月より単孔式腹腔鏡下手術

を導入し,23例の消化義手蘭 で適用してきた.内

訳は,胆嚢切除摘例,胃部分切除 射乳 その他 5

例 (滑膜切除,虫垂切除,′掴島部分切除,肝のう

胞開窓,胃穿孔修音髪)であった.導入初期は謄部

約 2.5cmの宅別那 Iから複数個g)トロッカ-を挿

入 し腹腔鏡 ･紺子類の操作を行なっていたが争同

年 9月からはSILSPORT華 )を使用 している.22

例で単乳式手術が完遂 されたが,胆嚢切除の 1例

管,謄部からの紺子が手術操作部に届かずポー ト

追加を必要とした.単乳式胆嚢切除 13例の手術

時間中央値は 91分であり,同一術者が同時期に

施行 した 3孔式腹腔鏡下胆嚢切除の 43分に比べ

有意に長時間であった.術中術後合併症発生例は

なく,術後入院期間は従来の腹腔鋭下手術とほぼ

同等であった.単孔式腹腔鏡下手術は,患者 ･愚

者家族の満足度は高いものの,手術操作が煩雑で

ある点,医療経済面などでは課題が残る.当科で

の本術式手技を供覧するとともに,今後の展望に

ついて考察する.
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当科では2009年 11月より単孔式腹腔鏡下胆嚢

摘出術 (Sitscholecystectomy)を導入し,現在

まで 20例の症例を経験 した.体位は開脚仰臥位.

膳は約 2,5cmの縦切開で行い SILSportを挿入.

全例パラレル法で施行.胆嚢の挙上にはミニル-

プリトラクタ-を使用.胆道造影は2例に施行 し

た.

【結果】平均手術時間 75分で,出血は少凝.開

腹移行や トロッカーの追加挿入例はなし.合併症

は遅発性創感染を1例 に認めたのみであった.当

科の手術手技を供覧し,その初期成績および今後

の問題点などについて検討を行った.
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